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ツ ベ ル ク リ ン 反 応 の 判 定 標 準 に 関 す る 研 究

第4報 ヅベノγク リン反応 成績が等値 を示す部位の選定

池 上 宗 直

自衛隊衛生学校一校長 安西 勇

指導 日本大学医学部公衆衛生学教室一教授 野辺地慶三

受 付 昭 和3工 年2月6日

第1章 緒 言

今 まで右前膊 では 「ツ」反応検査 を実施 していない58

名の被検者 を対称 とし,著 者は第2報 第3報 の研究成績

に基い て左右前膊屈側 中央部 に8～100cmの 間隔にそれ

ぞれ2ヵ 所 あて計4ヵ 所 に2,000倍 「ツ」稀釈液 を注射

して反応成績が等値 を示すか如何か を観察 した。

第2章 研 究 方 法

第1節 被検者

本研究に用い た被検者は防衛大学生58名 で ある。年令

は18～20才 で あ り,左 前膊慣用部位です でに 「ツ」反応

検査を実施 した回数は5～10回 であ る。なお今 まで右 前

臆で 「ツ」反応検査 を実施 した経験者は除外 した。

第2節 検査方法

1.ツ ベノレク リン液

北里研究 所製旧 「ツ」原液(昭 和29年2月25日 製)を

滅菌生理食塩 水で2,000倍 に稀 釈 した もの を使用 した。

稀釈 にあたつては検査 当 日著 者自 ら無 菌的操 作に よつて

正確 に稀釈 した ものであ る。

2.注 射時期

昭和29年4月19日

3.注 射部位

図1に 示 す如 く左右両前膊屈側 中央部において8～10

図1注 射部位
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(C.F.No.7)

cmの間隔に それぞれ2ヵ 所あて4ヵ 所を選 定 した。第2

報 の如 く(上)(中)(下)の3部 位 を とつた場 合 と異 な り,こ

の場合 の(上)(下)2部 位 は肘 関節お よび腕 関節か ら充分

離れてい た。第2報 の注射部位 との比較 はC.F.No.7

の如 くで ある。

4.注 射量 と注射 方法

第1報 に示 す要領 で正確 に0.1ccあ て各入上記注射 部

位a,b,c,dの4ヵ 所 に同時 に注射 した。

5.観 察時 間 と観察方法

第1報 に示す要領 で正 確に24時 間値お よび48時 間値 を

測 定 した。

第3章 研 究 成 績

第1節 発 赤の比較

1.発 赤平均値の比較

表1,図2に 示す如 く各注射部位の発 赤平均 値はaは

明 らかに 「ツ」反応性 の変 調に よつて24時 間値 が大 き く,

48時 問値 が小 さ くなつていた。 しか るにb,c ,dの 発赤

表1各 注射部位における発赤平均値の比較

図2各 注射部位における発赤平均値の比較曲線

(C.F.No.8,No.9,No.10)
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平均値の ひ らきは24時 間値 において は0.52mm,ま た48

時 間値 におい ては0.38nmに す ぎず,b,c,dの 発赤平

均値 はほぼ同一値 を示 してい た。C.F.No.8,No9参

照。 なお さらに微細 に観察 す るな らばbの 発赤平均値 は

24時 間値においてはc,dの 値 よ り塵かに大 き くなつて

お り,48時間値 におけ る増強 の度合がc,dに 比較 して僅

かに少な くなつてい る。 これは従前 の 「ツ」反応検 査の

注射部位が左前膊屈側の 中央 もし くはやや下部で あつた

ため その感作 を うけてい る ものが含 まれてい るので はな

いか と考 え られ る。C.F.No.10参 照。 またdは 反応度

お よび曲線 の性状がcに 非常 に近似 してい るが値が僅か

に小 さい。

2.発 赤 の大 きさの度数分布 の比較

発赤 の大 きさの度数分布 は表2,図3に 示 すよ うに,a

では最高 の山が24時 間値 におい ては12～13nmの ところ

にあ り,48時 間値 においては10～11mmの ところ に あ

り,山 が左 にずれてい る。 これは明 らかに 「ツ」反復 実

施 に よる反応性 の変 調を意 味す る もので ある。 またb,

c,dの 度数分布 は図3に 見 るように非 常に よ く近 似 し

てお り,48時 間測定値 において発赤 値が9mm以 下の者

は58名 中bに おい て11名,cに おいて9名,dに おい て

12名 となつ てお り,そ のひ らきは3名(5.2%)と な り,

b,c,dの 反応 度は非常 によ く近似 して い るこ とが認 め

られ る。

3。 発赤 の色調 の比較

発赤 の色調 はaは 薄 くぼけた暗赤色(朽 葉色 または槌

色時 の色)で あ る。b,c,dは 鮮紅色 であ り,性 状 もよ

く近似 してい る。なおb,c,dは 硬結 の性 状 も大体同一

で ある。C.F.No.11,No,12,No.13参 照 。

第2節 総合判 定成績の比較

総合判定 の成績 よ り比較 して見 る と表3(そ の1)図4

(そ の1)に 示す よ うに陽性者 はaは24時 間値で55名,

48時 間値 で39名 となつ てお り明 らか に 「ッ」反応性 の変

調 を きたしてお ることが わか る。 またb,c,dは ともに

24時 間値 および48時 間値 におけ る陽性者 の数 はdが1名

少 な くなつてい るだけでb,cは まつた く同一値 を示 し

てい る。 なお総 合判定成績 の詳細について観察 す ると表

3(そ の2)図4(そ の2)に 示す よ うにaは 明 らかに

「ツ」反復注射に よる反応性の変調 をきたしてい るが,

b,c,dの 曲線 は非常に よ く近似 してい る。

表2各 注射部位における発赤の大きさの度数分布



写 真7.

第2報 注射 部位 と第4報

注射部位 の比較

写 真8.

発 赤 の 比 較

a大,b,c,d略 同 一

写 真9.

発 赤 の 比 較

a小,b,c,d略 同 一

写 真10.

発 赤 の 比 較

bが 免疫 の感作 を うげて

い る

写 真11.

発 赤 の 色調 と性 状

aは 暗 赤 色,b,c,d鮮

紅 色

写 真12.

発 赤 の 色調 と性 状

aう す く二 重 発 赤 ,b,c,

d鮮 紅 色

写 真13,

発 赤 の 色 調 と性状

alよ 朽葉 色,b,c,dは

鮮 紅 色
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図3各 注射部位における発赤の大きさの度数分布曲線

24時 間

(発赤 の大 きさmm)

表5(そ の1)各 注射部位における総合判定成績の比較

1.表 中の数字は人員数を示す

図4(その1)各注射部位における総合判定成績の比較曲線

48時 間

(発赤の大 きさmm)

表3(そ の2)各 注射部位 にお ける総合判定成績 の比較

1.表 中の数字は人員数を示す

図4(その2)各注射部位における総合判定成績の比較曲線

24時 間 4$時 間

第4章 総括お よび考案

著 者は昭和29年4月 中旬第2報 第3報 の研究成績 に基

いて 防衛大学生58名 について 「ツ」反応検査一2,000倍

「ツ」稀釈液0.166皮 内注射24時 間48時 間判定一 を行 つた

が左右前膊屈側 の中央部 におい て注 射間隔 を8～10鋸
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離 した各2ヵ 所計4ヵ 所の 「ツ」反応度 を比較検討 した

結果次 の如 き成績 を得 た。 すなわち左前膊 中央 上部 にお

いては 「ツ」反復注射 によ りその反応度 は非常 に変調 を

きたしてお り判定 の基準 となしが たいが,左 前膊 中央下

部,右 前臆 中央上部 および下部 の反応度 は発赤値,総 合

判定成績 およびその性状 ともにほ とん ど同等値 を示 して

お るこ とが認 め られ た。 なお本研究 において は注射間隔

を8～10mと したため二重発赤 の重畳す る現象 は見 ら

れ なかっ た。

結 論

著 者は第1報 に報告 す る如 く 「ツ」反応 の反復実施 に

よ る 「ツ」反応性 の変調 が判定成績 に及 ぼす影響 が余 り

に も大 きいので,こ の影響 を避 けて正 しい 「ツ」反応成

績 を得 ることは結核予防 上の重大 な急務 であ ると思考 し

た。幸い 「ツ」液反復注射 によ る 「ツ」反応性 の変調が

注射 した局 所に限定 され てい る事実 に鑑 み,そ の対策 と

して注射部位 の変換 に着眼 した。 そして第2,第3報 の

研究成績に基 き,前 膊 中央部において上下に8～10cm

を隔て る2部 位,左 右 計4部 位 をと り,そ の反応度 を精

細に比 較検討 した。 その結果左 前膊屈側中央下部(b),

右 前膊屈側 中央 上部(c),お よび下 部(d)は 反応 性が正

常でかつほ とん ど同一 反応値 を示 してい るこ と を 知 つ

た。 したがつて 「ツ」反応性 の変 調に よる影響 を避 けて

正 しい 「ツ」反 応成績 を得 るためには注射部位 を自由に

選 択す ることを戒 め,必 ず前回の注射 部位 と注射時期 を

明確 に確認 した後前述の同等値 を示す部位b,c,dの 一

つ を選ぶべ きで ある と思考す る。

そして 「ツ」反応実施1～2回 毎 に3部 位 を変 えて注

射 す るか,あ るい はあ らか じめ学制別 ない しは年令別 に

注射部位 を確実 に指定 す る等 の処置 を とることが急務で

あ ると考 え られ る次第 であ る。

なお今後 の研究 に よ りさらに ツベル クリン反応 度に関

す る検討 を加え るとともに 「ツ」反応性 の変調が何 回 目

から発現するものであるか,ま たは 「ツ」反応性の変調

は何年間で消失するものであるか等について検討を加え

ることが結核予防上緊要であると痛感される次第で あ

る。

本研究に対して終始御懇篤な御指導を賜つた日本大学

野辺地慶三教授,自 衛隊衛生学校長安西勇先生ならびに

御援助と御協力を戴いた防衛大学衛生課,久 里浜駐屯部

隊医務室,自 衛隊衛生学校に対して衷心より感謝する次

第である。
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